
( 1 / 6 ) 

第１章 役員等の選出 

(会長の選出) 

第１条 会長は自治会員による選挙で選出する。 

２  立候補者が１人の場合、選挙公示期間終了と同時に当選とする。 

３  立候補者がない場合、理事会で選出し、大会の承認を得る。 

  

（会長選挙） 

第２条 会長選挙の方法は次の各号による。 

（１）会長は 12月末日までに選挙の公示を行う。 

（２）立候補者は、立候補届（様式-1）を１月 15日までに会長に提出する。 

（３）立候補者が複数の場合は、１月末日までに代議員による投票を行い、最高得票者を会長とする。 

 

（役員の選出） 

第３条 会長を除く役員は次の方法で候補者を選出し、大会の承認を得る。 

（１）会長代理、書記及び会計は、次期会長が役員と協議の上候補者を選出する。 

（２）理事は、各自治会から会長他２名の候補者の推薦を受ける。 

（３）監事は、各自治会から候補者１名ずつの推薦を受ける。 

（４）顧問は、理事会で承認を得る。 

（５）プロジェクト委員は、各自治会もしくは理事会で選出する。 

  

(担当委員の選出) 

第４条 会館管理者、交通安全委員は、各自治会から推薦のあった候補者について、理事会で承認し、大会で報告する。 

 ２  ＩＴ委員は次期会長が役員と協議の上、適任者を選出し、理事会で承認後、大会で報告する。  

  

（施 行） 

１  この細則第１章は、2009 年 12月１日から施行する。 

２  旧細則第１章は、2009 年 11月末日廃止とする。 

３  この細則第１章は、2017 年４月１日から施行する。 

４  この細則第 1章は、2019 年４月１日から施行する。 

５  この細則は、2020年(令和 2)４月２５日に改訂し、同年４月１日より施行する。 

 

附   則 

（改訂理由） 

１   旧則 の２月末日 ま で に 選挙 で は 、 会 長交代時 の 役員選出 に 余裕 が無 く 現職 に 有利 で あ る 。 

 選挙日程に余裕と公平性を持たせるため、会長選挙の規定を旧則施行前に戻すこととした。  

改訂No5(担当委員の選出) 

「第４条 会館管理者、スポレク担当者、交通安全委員は、各自治会から推薦のあった候補者について、理事会で承認

し、大会で報告する。」の文章内で、スポレク担当者は、2012年にスポレク部が解散しているため、文言を削除した。  

 

http://nozominorengokai.sakura.ne.jp/new/img/resident_%20association/constitution/form_1_1.pdf
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第２章 自治会館の管理と運営 

（自治会館の管理・運営） 

第１条 自治会館（以下会館という）の管理・運営は、各自治会とのぞみ野自治連合会(以下連合会という)が行う。 

２  連合会は、会館毎に自治会館管理者（以下会館管理者という）を置き、自治会館の管理・運営を担当させる。 

  

（会館の使用） 

第２条 会館は、各自治会の会員が参加する会合、行事、催事等（以下会合等という）に使用する。 

  

（使用手続） 

第３条 会館の使用を希望するものは、下記の手続きにより許可を得なければならない。 

（１）使用責任者を定めて申込書（様式 2-1）を会館管理者に提出する。 使用責任者は、成人の自治会員でなけれ

ばならない。 

（２）申込書は使用を希望する日の属する月の前月１日から受け付ける。 

（３）使用の優先順位は先着順とする。ただし、連合会、自治会、公共機関及び葬儀のための使用を優先する。 

（４）会合等の目的、内容、過去の使用状況を考慮して、使用を許可しない場合がある。 

（５）会館の使用に支障が認められない場合は、申込者に許可書（様式 2-2）を発行する。 

  

(使用料)  

第４条 １日を次の３つの使用区分に分け、１使用区分ごとに使用料を定める 

      午前：８時～13時 

      午後：13時～18時 

      夜 ：18時～22時 

 ２ 会合の種類と１使用区分当りの使用料は次の通りとする。 

（１）合会、自治会並びに公共機関が主催する会合等(A)        無料 

（２）自治会員が主催し、参加者が自治会員に限られた会合等(B)  無料 

（３）自治会員が主催し、参加者が会員子女のみの会合等(C)     無料 

（４）自治会員が主催する葬儀(D)                           3,000円(２日間) 

（５）参加者が自治会員に限定されない会合等（E）             2,000円 

（６）自治会員以外が主催する会合等（F）                    3,000円 

 ３ 次の団体の会合等については、使用料を免除する。 

のぞみ野子供会、根形小学校 PTA、根形中学校 PTA 

 ４ 自治会館に備え付けの機器、用具等を使用する場合は、２項に定める使用料に下記料金を加算する。ただし、２項

(1)の会合には適用しない。 

調理室     １使用区分当り                       200円 

冷暖房機器  １使用区分当り                       200円 

卓球台     １台１使用区分当り                   無料 

カラー複写機    １台１使用区分当り（カラー複写した場合）30円/1カウント 

プロジェクター   １使用区分当り                  100円 

電子黒板    １使用区分当り                   100円 

 ５ 使用者は、退館の際、備え付けの点検表の各項目について確認を行うこと。 

http://nozominorengokai.sakura.ne.jp/new/img/resident_%20association/constitution/form_2_1.pdf
http://nozominorengokai.sakura.ne.jp/new/img/resident_%20association/constitution/form_2_2.pdf


( 3 / 6 ) 

６   使用者は、使用終了後、速やかに会館管理者に使用料を納入すること。 

７ 会館管理者は、１ヶ月分の使用料と使用申込書をまとめて、翌月 10日までに連合会会計に提出する。 

  

（鍵の保管 ) 

第５条 各自治会館の玄関、第２自治会館パソコン室及び簡易倉庫の鍵の保管責任者は、連合会会長代理とする。 

２  鍵の保管責任者は、別表 2-1 に示す保管者に鍵を預託する。 

３  保管者は、保管中の鍵を無断で複製してはならない。 

  

（備品の管理） 

第６条 会館に設置されている印刷機、コピー機及びその他の会館備付けの備品類 （インターネット関連機器を除く）の管理

は会館管理者が担当する。 

２ インターネット関連機器の管理は、IT委員が担当する。 

３ 自治会員から備品貸出の申込があった場合、自治会の運営に支障の無い範囲で認める。 

  

(物品の保管) 

第６条-2 連合会および自治会が所有または保管する物品以外の物品を無断で会館内に放置してはならない。 

２ 団体で物品の保管を希望する場合は、物品またはその容器に団体名と責任者の氏名、電話番号を記入し、会館管理

者の許可を得なければならない。  

  

（会館使用者の遵守事項） 

第７条 使用者は、次の「使用上の注意事項」 を守ること。 

（１） 会館周辺道路に駐車して、歩行者や他の車両の通行を妨げないこと。 

（２） 大きな音を発生させて周辺居住者に迷惑をかけないこと。 特に夜間は注意すること。 

（３） 使用後は備付けの点検表の各項目について点検・確認を行い、点検表（様式 2-3、様式 2-4）に記入すること。 

（４） 使用した備品類は、所定の位置に戻しておくこと。 

（５） 吸いがら、持ち込んだ飲食物、容器等は全て持ち帰ること。 

（６） 出前の食器等は、館外に出しておくこと。 

（７） 鍵は、速やかに返却すること。 

（施 行） 

１  1997（平成９）年６月１日から施行されたのぞみ野自治会館運営規定は、2002（平成14）年５月３１日をもっ

て廃止する。 

２  この細則は、2002年（ 平成14）５月１１日に制定し、同年６月１日から施行する。 

３  この細則は、2005年（ 平成17）４月３日に制定し、同年４月１日から施行する。 

４  この細則は、2006年（ 平成18）４月９日に制定し、同年４月１日から施行する。 

５  この細則は、2008年（ 平成20）１月26日に制定し、同年１月２６日から施行する。 

６  この細則は、2009年（ 平成21）10月24日に制定し、同年11月１日から施行する。 

７  この細則は、2017年（ 平成29）４月１６日に制定し、同年４月１日から施行する。 

８  この細則は、2018年（ 平成30）４月１５日に制定し、同年４月１日から施行する。 

９  この細則は、2020年（ 令和２）４月２５日に改定し、同年４月１日から施行する。 

 

hyo2-1.pdf
http://nozominorengokai.sakura.ne.jp/new/img/resident_%20association/constitution/form_2_3.pdf
http://nozominorengokai.sakura.ne.jp/new/img/resident_%20association/constitution/form_2_4.pdf
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附    則 

 

改定No.9 (自治会館の管理・運営)より 

第１条 自治会館（以下会館という）の管理・運営は、のぞみ野自治連合会(以下連合会という)が行う。 

上記について仕様の異なる会館の管理や運営を連合会役員のみで管理していくことは難しく、現実的ではない状態のため、管

理者の管理方法・運営方法の意見を反映しやすくすることを目的とし、各自治会と協議の上、変更可能なようにできるよう、各

自治会という文言を追加した。 
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第３章 地域団体の支援 

(支援対象団体) 

第１条 次の条件に適合する団体を支援の対象とする 

（１）会則第 20条-2 の目的に沿って活動していること。 

（２）構成員により自主的に運営されていること。 

（３）６ヶ月間以上にわたり、２ヶ月に１ 回以上の活動を行っていること。 

（４）世帯の異なる５人以上の構成員からなること。 

（５）代表者及び構成員の 60％ 以上が、のぞみ野自治会の会員であること。 

     

(支援団体の認定) 

第２条 支援を受けようとする団体は、団体支援申請書（様式 3-1） を毎年連合会に提出しなければならない。 

２ 申請書の提出期限は、上期は支援を受けようとする年度の５月末日、下期は 10月末日とする。 

３ 上期に申請書を提出した団体は、下期に申請することができない。  

４ 連合会は、提出された申請内容を理事会において審査し、上期申請分は６月末日までに、下期請求請分は 11 月末

までに結果を申請者に通知する。 

  

(支援の内容) 

第３条 連合会は認定を受けた団体に対し、運営費用の一部を助成すると共に連合会事業の範囲内で可能な支援を行う。 

２ 助成金は、１団体当り年間 5.000円とし、10人を超える構成員１人当り、年間 1,000 円を加算する。ただし、同一

世帯から２人以上が加入している場合は、１人として構成員数を算出する。 

３ 下期に認定を受けた団体の、当該年度における助成金は、第２項の年間助成金の半額とする。 

４ 上期に認定を受けた団体への助成金は、６月末日までに、下期に認定を受けた団体への助成金は、11 月末日までに

交付する。 

  

(支援の停止) 

第４条 支援を受けている団体が、第１条第１項の条件に適合しなくなった場合は、直ちに連合会に届け出ること。 

２ 第１項の届出があった場合、連合会は、支援団体としての資格を抹消し、非適合期間に相当する助成金の返還を請求

する。 

３ 団体支援申請書に不実記載のあることが判明した場合、連合会は、その団体の支援申請書の提出時点に遡及して支

援団体の認定を取消し、助成金の返還を請求する。 

  

(施 行) 

１ この細則第３章は、2003年４月１日から施行する。 

２ この細則第３章は、2005年４月３日に改定し、同年４月１日から施行する。 

３ この細則第３章は、2017年４月１6日に改定し、同年４月１日から施行する。 

４ この細則第３章は、2018年４月１5日に改定し、同年４月１日から施行する。 

５ この細則第３章は、2019年４月１4日に改定し、同年４月１日から施行する。 

 

 

http://nozominorengokai.sakura.ne.jp/new/img/resident_%20association/constitution/form_3_1.pdf
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第４章 交通費の支給 

  

(支給対象) 

第１条 交通費の支給対象は次の各号に該当するものとする。 

（１）連合会を代表して、連合会が参加または関与する機関・団体等の主催する会議等への出席 

（２）連合会が参加または関与する機関・団体等の主催する行事等への役員・委員としての参加 

（３）連合会の業務のために予め会長が必要と認めた出張 

  

(支給額) 

第２条 １人あたりの支給額は、利用した交通機関にかかわらず、行先別に以下の通りとする。 

（１）のぞみ野内及び隣接区(大曽根、勝、岩井、外野、下泉)は支給しない。 

（２）（１）以外の根形地区内については 500円 

（３）（１）および（２）以外の袖ヶ浦市内は 800円 

（４）木更津市、市原市は 1,200円 

２ 行先が第１項の範囲外の場合は、公共交通機関利用料金相当額とする。 

３ 自家用車またはタクシーを使用した場合、一台につき１人分を支給する。 

４  連合会の賃借した車両を使用した場合は支給しない。 

  

(請求・支払方法） 

第３条 交通費を請求しようとする者は、別表に示す「交通費請求兼受領書」(様式 4-1)に記入して会計に提出する。会計は

会長の承認を得て請求者に支払う。 

  

(付 則） 

 １ この細則は、のぞみ野祭の準備及び開催のための交通費の支給に準用する。ただし、その費用はのぞみ野祭特別会計から

支出し、支出の承認はのぞみ野祭実行委員長が行う。 

 

(施 行） 

 １ この細則第4章は、2005年４月１日から施行する。 

 

http://nozominorengokai.sakura.ne.jp/new/img/resident_%20association/constitution/form_4_1.pdf

